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風景となる営み

―商店街を編み直す街路的建築―



０　計画概要

地方都市における魅力を探る

近年、都市では再開発によって均質化・巨大化・無機質化が急激に進行し、多様な人の関係性や、個人の居場所が失われている。

鳥取駅前においても、再開発の一環として、文化・商業複合ビルの建設が計画されているが、

既存の商店街や中心市街地のさらなる衰退に拍車をかけてしまうのではないかと考える。

そこで、今、都市に残されたモノに目を向け、新たな価値・魅力を見出すことによる街の活性化を目指す。

自分たちで描く街の未来

様々な要因により衰退化していく地方都市において、

大きく短期間での開発ではなく、もっと小さく長期的に、

この街に関わる一人ひとりの些細な日常・営みが集まり、街に現れ、広がっていく。

商店街に織り込む公共性

現地調査を通して、閑散とした市街地の中にも、隠れながらも存在する小さな営みや、偶発的に生まれる交流などが見られた。

かつて日常の一部として位置づけられていた商店街に、

街の日常が現れ、さらに、新たなコミュニケーションを誘発するような建築提案を行う。



１　背景・目的

失われた街路的空間

かつて、人々の生活は屋外にまで広がり、街の風景の一部であった。しかし、時

代の変化に伴い、建物内外で公私は分断され、人の活動は屋内で完結するように

なった。かつて街を彩っていた風景の要素の一部としての「人々の生活」は屋内

空間に閉ざされ、姿を隠してしまった。

地方都市に残された空白

高度経済成長期以降、各地で盛んにおこなわれた都市開発により建てられたビル

は、多くの人の活動を受け止めていた。しかし、都市機能の分散や需要の低下な

どにより、現在の地方都市には、空きビルや空きテナント＝「空白」が多く残る。

地方都市に残された空白は、空間資源を無駄にし、その街の衰退に一因となって

いるとも考えられる。

地方都市に残された「空白」を、

多様な人が活動・交流し、街の活性化につながるような「余白」に再編することを試みる。

街路：移動と滞留の混在

生活の滲み出し

public　　　private

道路：移動のみの空間

public　　　private

private

private

private

private

private

public

屋内で完結した生活

街路：移動と滞留の混在

生活・活動 空白

道路：移動のみの空間



鳥取駅

鳥取市役所

丸由百貨店

新鳥取駅前商店街

サンロード

バード・ハット

民藝通り

鳥取本通商店街

旧袋川
若桜街道

末広温泉町商店街
太平線通り商店街

瓦町商店街
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計画対象敷地

２　敷地：鳥取県鳥取市　鳥取駅前サンロード商店街

鳥取駅前商店街の歴史

面積　765.31㎢

総人口　177,208人（R7.11.30）

世帯数　82,211世帯（R7.11.30）

人口密度　231人 /㎢（R7.11.30）

高齢化率　29.7％（R3.07.28）

1975年　丸由百貨店

（当時：鳥取大丸）

バード・ハットでの

イベントの様子

駅から見た

サンロード商店街

1912 年　山陰鉄道　京都～出雲間（現在の山陰本線）全通

　　　　　→市街地の中心が、若桜街道と本通商店街に移り、

　　　　　　旧袋川と鳥取駅間の水田地帯は急速に市街化が進む

1971年　鳥取駅前商店街で 193店舗を焼く大火事発生

1978年　鳥取駅の高架化・駅前に続々とビル建設開始

　　　　　→均質的・無機質な風景

1980年　駅前サンロードにアーケードが完成

2013年　開閉式大屋根空間「バード・ハット」完成

鳥取市

高
架
前

鳥
取
駅

高
架
後



百貨店

不動産
かばん店

ホテル

ホテル

駅前空間に植えられた特産品：二十世紀梨

駅からバス乗り場へ

鳥取砂丘行バス乗り場の行列

バス乗り場待合室

直売所に集まる地域住民

駅前大通り：

道端で偶然出会い、立ち話

風除室で待ち合う

文具×ソフトクリーム店：店員と住民の会話

バード・ハット下：フリーマーケット

バード・ハット下：

歩行者天国で、古本市・ステージショー

2024年 12月 OPEN、駅前ホテル

のっぺりとした壁

駅前広場：

ステージショー・屋台

駅から見るサンロード商店街

暗く閉じた印象

目を引く大看板

昼間：開いていない店舗

待合という
最低限の機能のみ

ささやかな装飾

直線的な流れを与えてしまう
アーケード

隣でイベント中のサンロード商店街：

人通りは少なく、活気が広がっていない

駅前：鳩に餌をやる老人

日々の日課らしい

駅からバス乗り場へ
直接向かう人が多い

商店街の過去の写真

子供たちが集まる

ギャラリーで休憩・観光

店内に飾られた写真を紹介

外に溢れる交流

駅前：休日昼間の飲酒

タバコ屋の前：

休憩・かぼちゃの無人直売

店主が栽培した
かぼちゃ 200円

タバコ屋

ショップ

スーパー

コインランドリー

百貨店外：

階段に置かれた花屋の商品

開かれたギャラリーと駄菓子屋

出展者同士で交流

イベント告知

屋台

地域のグループが出演

スタッフと子供たち

上階を隠し視界を遮るアーケード

山当て：城跡のある山

３　調査・分析：意識的に街を歩く

駅前空間・対象商店街・市街地広域の調査から、課題点とともに、小さな交流、営み、日常のカケラなどが見られた。

都市開発において見過ごされがちな街に存在する日常が、地方都市の魅力を引き出し、活性化させる可能性があるのではないかと考える。



50ｍ

百貨店

百貨店

ホテル

割烹店
補聴器店

ホテル

銀行

複合ビル

駐車場

婦人・学生服店

美容室・
トリミング店

歯科医院

かばん店 定食屋

バー

シェア
店舗

バー

バー

居酒屋

マンションマッサージ店居酒屋

焼肉屋
カード店

イタリア料理
学習塾

カフェ
美容室
学生塾

薬局

たこやき

居酒屋・カラオケ

鮮魚店
天ぷら屋・バー

居酒屋

ラーメン屋

美容室

喫茶店

居酒屋

居酒屋

居酒屋

居酒屋

婦人服店

学生塾

バ
ー
ド
・
ハ
ッ
ト

　空きビル

　建物の一部が空きテナント
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　夜間のみ営業、

　週数日のみ営業の店舗

４　調査・分析：敷地の現状を読み取る

設計に先立ち、この商店街の現状を把握するために、空きテナントや空きビル、店舗の種類等を調査し、地図に記入した。この地図より、この商店街にも多くの「空白」が連

続的に存在していること、さらに、夜間営業のみの店舗や週数日営業のみの店舗も多く、昼間は特に商店街としての連続性・一体性が失われていることが分かった。

　空白の状況と店舗種類 　店舗の営業時間



鳥取駅

駅前北口広場
バス乗り場 駅前北口広場

駅北口

サンロード
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計画対象敷地

県道 43号線

県道 192号線

ホテル

銀行

婦人服店

学生塾

５　調査・分析：固定化された人の流れ

この商店街は駅前に位置するにもかかわらず、人通りが少なく、駅から街への人の移動が少ない。

現地調査を行い、駅と市街地の間にある幅のある道路により空間が分節され、人の流れは限られた経路に集中していることに気づいた。

さらに、道路に沿った線的な流れが強く、かつての街路が内包していた回遊性や偶発的な交流、探索的な歩行体験が失われていると感じた。

大きな壁となっている駅前の道路

駅前には、県道 43号線が東西に伸び、通勤・通学など市街地側に目的がある

人々が横断する様子は見られる一方で、観光名所目的の来訪者や送迎や待ち

合わせとして駅前に訪れる地域住民など、市街地側に目的を持たない人は、

バス乗り場や駅構内などにしか立ち寄らず、市街地には人の移動・滞留が少

ない。

強すぎる動線・軸

市街地側を歩く人のほとんどが、駅北口から放射状に延びる道路のうち、メ

インの通りである県道 192号線を通過し、この商店街に入り込む姿はほとん

どみられない。

人々は駅前を「通過する」ことを主とし、空間に留まり、関係を生むような

使われ方は限定的となっている。



６　計画：商店街に公共性を織り込む

かつては商業だけではなく無意識的に生活空間・公共空間としても成立していた商店街だが、現在では、街の日常からかけ離れ、関係は希薄化し、衰退が進んでいる。

この、意味が問い直されている空間に、公共空間を計画する。現地でのフィールドワークと、地域住民や商店街関係者、来訪者などへの聞き取り調査から得られた需要からプ

ログラムを決定する。

目的
内包するプログラムと、計画により生まれるネットワーク

商店街組合

地域住民

挑戦をサポート

（指導・場の提供） 手助け・協力

（道具の貸出・知恵の共有）

広告 購入

商品の展示

商品・店舗の紹介

ハードルが下がった

出店への挑戦

不要な本を持ち寄る

古本に触れて過ごす

ワークショップ
モノづくり教室

により学ぶ

食材を持ち寄り調理・振舞う

料理教室の開催

飲食店主による料理教室開催

民藝店主による工芸教室開催

散歩の休憩

日常的利用

計画するプログラム

サードプレイスとして

サードプレイスとして

放課後の居場所として

集会・散歩の休憩商店街を知る街への移動促進

洗濯をするために外へ

洗濯をする観光として温泉へ

子供

大人

高齢者

観光客

新規出店者

商店主

ギャラリー

ワークスペース

アトリエ、作業室

古本屋

レンタサイクル

ポップアップ店舗

無人観光案内、休憩室

小ホール

シェアキッチン

ランドリー

鳥取温泉城跡

中心市街地

駅前商店街関係者

住民同士、

住民と観光客の交流

Ⅱ

駅から街・商店街へ

人を誘導する

Ⅰ

日常の延長にある

街の新たな居場所へ

Ⅳ

日常と非日常を

街に表出する

Ⅲ



すでにある人の流れ

計画により生まれる新たな人の流れ

計画により街に飛び交う新たな想い・関係

S＝1:400

0 1 2 5 10 (m)

UP

UP

UP

UP

UP

UP

DW

UP

UP

UP

UP

UP

UP

+200

+400

+400

+400

+1400

+200

+100

+400

+400

+400

EV

+200

+200

+600

+600

+600

+200

+400

+200

+100

UP

UP

食事スペース拡張

商品販売

食事スペース拡張

バード・ハット下
イベントエリア

人工芝

5,4Ｆ：シェアハウス
2Ｆ：コワーキング
1Ｆ：水餃子店
Ｂ1：ジム

1Ｆ：水餃子店

2,1Ｆ：歯科医院

2,1Ｆ：居酒屋

2,1Ｆ：美容室

2,1Ｆ：居酒屋

居酒屋

2,1Ｆ：居酒屋

1Ｆ：ダイニングバー

2,1Ｆ：かばん店

地下通路

地下通路

地下通路出入口

地下通路

地下通路出入口

地下通路出入口

地下通路出入口

2,1Ｆ：定食屋

薬局

1Ｆ：お好み焼き店

2Ｆ：自習室
1Ｆ：美容院
Ｂ1：カフェ

生花店

眼鏡店

2Ｆ：バー、天ぷら店

2Ｆ：整骨院

1Ｆ：鮮魚店

ホテル

2,1Ｆ：居酒屋

丸由百貨店

２Ｆ：テラス
１Ｆ：ピロティ

丸由百貨店

駐車場

2,1Ｆ：婦人服・学生服店

2Ｆ：トリミング店

1Ｆ：ラーメン屋

イタリア料理店

焼肉店

クラフトビール店

ＢＭ1：

喫茶店

バー

気になり立寄る

イベント時：共同利用

イベント時：駐車場を開放し共同利用

ホテル利用者

洗濯のために訪れる

地域住民

日常的利用で訪れる

イベント時：共同利用

広場に集まる人に売る
住民

散歩の休憩

本を見つけ、ホールで読む

放課後に立ち寄る

駅から人の活動が見える

イベント時：駅前広場と共同利用

奥に視線が抜ける

奥が垣間見える、気になる

奥が垣間見える、気になる

無人観光案内

休憩室

デッキ

アトリウム

ポップアップ店舗

小ホール

街の作業場

古本屋

ランドリー

シェアキッチン

アトリエ・工房

倉庫

広場

UP

７　構成：都市に想いが表れる建築

多様な人の介入を許容し、新たな交流や活動を促すこの空間には、かつての街路のように移動と滞留がまじり

あい、新たな日常が街に表出する。

全体構成：配置図兼 1階平面図

Ⅰ．解体と減築の場を選ぶ

現地調査の結果から、

空きビル・空きテナント、暗

く閉ざす印象を与える老朽化

したアーケードを解体、減築

する。閉ざされ、役割の持た

ない空間を都市に開放する。

　手法：都市の空白を縫うように

Ⅱ．街に開かれた多様な人を許容する新たな空間を計画する

柱・段差による空間の分節、開口の多い壁、基礎を立ち上げ

ることなどで、視覚的に抜けを作りながらも開放的かつ決ま

り切らない多様な流れを作り出す。

さらに、壁とは違い、柱や段差は人の拠り所となり、滞留を

誘発する。

Ⅲ．残る建物を改修し、屋内活動を外に拡張する

残された既存建物の開かれた空間に接する壁面に、改修を行

い、屋内のみで完結していた活動を屋外にも拡張することで、

日常を街の風景として表出させる。

このページでは人の流れ！！！

既存店舗 既存店舗 既存店舗

空きビル

空きビル

空きビル

空きビル

空きビル 空きビル

空きビル

2.3F：空白
3.4F：空白

２F：空白

２F：空白

空白→解体・減築

空きビル

改修して開く

新たな動線
外へ拡張



2,1Ｆ：居酒屋

イタリア料理店

焼肉店
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壁面改修箇所

昼の電車は 1時間 1、2本

電車が来るまで、ここでゆったり待つ

シートを広げてピクニック

イベント告知が貼られている

商品を持って 2階へ
店員と客が世間話

散歩中に休憩

気軽に見れる観光案内

奥に惹かれる

読書している

談笑している

８　設計：広場 /ポップアップ店舗 /観光案内 /ギャラリー

解体により生まれた建物裏の外壁に寄生するように、屋外・半屋外での活動を基本とした無人観光案内兼休憩室・ポップアップ店舗・広場・ギャラリーなどを計画する。

変化・動きの見られなかった均質的・無機質な景色に、談笑やくつろぎなど日常的利用から、非日常時のイベント空間としての利用まで、様々な人の動きや変化が都市の風景

として可視化される。

部分詳細：配置図兼 1階平面図

site１
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カウンター席から駅側を見渡す

壁面に設けた棚に

民藝品などの作品が並ぶ

一人になりたい時の居場所

昼休みに

みんなで弁当を食べる

高さの抑えた２FLにより、

上下での関係が生まれる

ギャラリー

テラス

ワークスペース

外観パース

駅から見た様子

　敷地現状詳細

■ 解体・減築対象建物

　解体：1、2階の一部と 3，4階の全体が空白であり、

　　　　駅利用者に廃れた印象を与えている。

　減築：1階に焼肉店、2階にカードショップ。

　　　　裏側を減築し、抜け道を作る。

■ 立地特性

計画対象の商店街の中で、

駅からの視認性が最も高い立地

　2階平面図 　構成ダイアグラム

　駅側から見た様子。休憩・待ち合わせ・散策など、多様な人が半屋外の空間に集う

■ 既存壁に寄生する「拠り所」

解体により表れたビルの外壁には棚やデスク
などを取り付けることで、無機質な立面を彩
る。

■ 立体回遊動線

平面的だけでなく、立体的な動線が
「街歩き」をより魅力的な体験へと変化させる。

■ 人の手が加わる余地

RC造ののっぺりとした壁から一変し、細い柱
梁などは人の手が加わる余地となり、人の想
いが形として表現される。

■ 開放性を保ったまま方向性を与える立ち上がり基礎

壁ではなく、立ち上がった基礎により方向性を与えることで、
視線の抜けを確保しつつ、多様な動線が生まれる。

動線

広場

駅



2,1Ｆ：居酒屋

薬局

1Ｆ：
お好み焼き店

2Ｆ：自習室
1Ｆ：美容院
Ｂ1：カフェ

ＢＭ1：
喫茶店

1Ｆ：ラーメン屋

イタリア料理店

焼肉店

UP

UP

UP

UP

DW

UP

UP

+400

+400

+1400

+200

+600

+600

+200

+400

+200

UP

小ホール

アトリウム

バー

+600

3
0

2
7

3
0

2
7

アトリエ・工房

倉庫

街の作業場

古本屋

S=1:100
0 1 2 5 10 (m)

―民藝が有名な街―

民藝関連の展示をしている

RC躯体を残し、柱に取り付け

たデスクは人の拠り所へ

店舗と商店街のチラシが置いてある

小ホールでの活動を

見ながらお茶する

商品を持って 2階へ

寝そべって休息

レベル差が

空間に多様性を生む

歩いていると自然と見える

中の様子に惹かれる

ラーメンを外で食べる

裁縫教室や工作の様子が、

外から垣間見える

壁面改修箇所

９　設計：小ホール /アトリエ

計画範囲の中心に位置するこの場に、半屋外的なホール空間を計画する。

地元の学生やアーティストの展示やイベント時の拠点として、さらには隣

接する店舗の改修により「隣接・周辺店舗の拡張空間」としてなど、幅広

い活動を許容する。また、解体によりアプローチが可能となったラーメン

屋の奥の空間をアトリエとして改修し、道からはワークショップや体験教

室などが垣間見える。

部分詳細：配置図兼 1階平面図

site２



バー

日替わり店舗

太陽光が差し込む

新設：鉄骨柱梁

既存RC柱梁

半透明屋根

半透明屋根

太陽光が差し込む

喫茶店

イタリア料理店

居酒屋

小ホール

段差により開放的なまま

空間が分節される

縦に生まれる関係性

街の作業場

▽GL
▽1FL

▽2FL

▽RFL

S＝ 1:100

100 1 2 5

+3000

+2800

DW

S=1:150
0 1 2 5 10 (m)

カードショップ

居酒屋

学習塾

住戸

薬局

店舗ごとのファンが集まり、

多様なコミュニティが生まれている

店舗のない日は誰でも立ち寄れる空間

として利用される

上階での活動が

下に影を落とす

日替わり店舗

　敷地現状詳細

■ 解体・減築対象建物

かつて青果店だったビルなど 2棟を解体。1階にバーが入る建物、半

地下 1階に喫茶店が入る建物、ラーメン屋を改修する。

■ 立地特性

計画対象範囲の中心に位置する、老朽化の激しいビルが並んでいる。

　2階平面図

2階「日替わり店舗」から、小ホールを見渡す。

イベント時には、地域住民や子供たち自身が主体となり舞台に立つ表現の場ともなる。

解体により生まれた空間を覆うようにかけられた半透明な屋根は、

暗い印象を持つ商店街に光を与える。

　断面パース



1Ｆ：水餃子店

2,1Ｆ：歯科医院

2,1Ｆ：かばん店

ＢＭ1：
喫茶店

2,1Ｆ：婦人服・学生服店

2Ｆ：トリミング店
1Ｆ：美容院

2,1Ｆ：クラフトビール店

1Ｆ：ラーメン屋

UP

UP

UP

UP

DW

UP

UP

+400

+400

+400

+1400

+200

小ホール

街の作業場

古本屋

S=1:100
0 1 2 5 10 (m)

専門商品の販売

販売風景が表出する

半屋外の本棚

立寄るきっかけ

屋外で飲食

持ち出して読書する

住民たちのよりどころ

本を借りたり

持ち込んだり

壁面改修箇所

１０　設計：古本屋 /路地
部分詳細：配置図兼 1階平面図

歩行者の目的の有無や関係性によらず、誰でも気軽に立ち寄ることを目的とした古本屋を計画する。

百貨店横のイベント広場では月に 1度古本市が開催されており、この営みを日常の一部として商店街に挿入する。

また、新たに通された路地には、隣接建物での営みが拡張・表出し、訪れる人に商店街・街の散策の魅力を伝える。

site３



+3000

+2800
DW

DW

UPDW

婦人服・学生服店

トリミングサロン

コワーキングオフィス

歯科医院

S=1:150
0 1 2 5 10 (m)

店舗入口としての階段を

一般動線として街に開く

トリミングサロン内の

ペットの様子に惹かれる

立体回遊路路

古本屋

1Ｆ：ラーメン屋

　敷地現状詳細

■ 解体・減築対象建物

空きビルと、ほとんど稼働していないシェア店舗な

ど３棟を解体。隣接する美容室や服店などを改修す

る。

■ 立地特性

計画対象範囲の中心に位置する、

面積の小さい建物が連続

　2階平面図

本に触れる人々の他に、飲食や話し合う人など様々な人の動線が錯綜し、偶発的な交流が生まれる。

　立体動線計画

２F：トリミングサロン

古本屋

動線



DW

DW

DW

EV

UP

コワーキングオフィス

S=1:150
0 1 2 5 10 (m)

住民・商店街関係者の

集会が開かれる

車で帰宅する前に

ちょっと休憩していく

イベント時、

駐車場も利用したイベントを見渡せる多目的・集会室

テラス

1Ｆ：水餃子店

駐車場

UP

UP

UP

+100

+400

+400

+400

EV

+200

+200
ランドリー

シェアキッチン

S=1:100
0 1 2 5 10 (m)

いい匂いに誘われて

待ち時間に

住民と周辺ホテルの宿泊客が交流する

料理を振る舞う

１１　設計：シェアキッチン /ランドリー /集会室

　敷地現状詳細

2階平面図 イベント時は、駐車場にも拡張し、百貨店と商店街が人々の想い・活動で繋がる

■ 解体・減築対象建物

閉店した 2階建てカフェを解体

■ 立地特性

百貨店と商店街を視覚的につないでいる駐車場

部分詳細：配置図兼 1階平面図

百貨店と商店街を結ぶ空間だが、駐車場として利用され、ここを通り抜ける人はいない。

一方で、商店街やこの辺りに訪れる人の一部はこの駐車場を利用している人がいることも事実である。

そのため、この空間に駐車場という機能を残しながらも、駐車場の一部を人が通り抜けることを許容するような空間を設計する。
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